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皿）秋田県における過疎地域の母子保健め実態と課題

〈分担研究者＞

研究第7部　高　　橋 、種 昭

1 秋田県における過疎地域の毎子保健の現状

　秋田県では、市町村の28％の町村が過疎であり、 面穣

に直すξ県伶＄5％を占める地燐が過疎地域となってい

る。ぞう、レた過疎鞄域では、人口の減少率は昭和40年～

45年で12，4彰であり、若年層り減少が著しく・、．老年層が

増加しているという特徴がみられ為o

　そこで次に鮭うした秋甲県の過辣培域に罰ける母子保

健の輿態というものを、代衷的な過疎地域とされている

山利郡鳥海村と、雄勝郡束成瀬村の例を中心にしながら

みてみることにするo、

　なお、両村の実態を知るために過去に行われた既存の

資料々利用すると共に雨村の母子保健担当者、管轄の保

健所職員、県環境保健部職員、県立衛生研究所研究景、

秋田大学医学部産婦人科教室員など関係者がら多くの報

告と意見を得た。

　（1） 妊娠・出産期の問題

』まず出生率についてみると、鳥海村を例にとって為て

第1 1図市町村別乳兇死亡率（45年）
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第4表　湯沢保健所3才児（年次別、町村別）検診状況

＼・分

遡晶＼

41

42

43

〔

44

45

46

　計

矢傷町
由利町
鳥海村
計

矢島 町

由利町
鳥海 村

　 計

矢島町
由利町
鳥海村

矢島 町
由・利町

鳥海村
計

矢 島町
山利町
鳥1海村

計

矢島町
由　利町
1鳥海村

検 診

対象児数 受検児1数 受検

・率

有所見者数 所見率

511　・　400　　78．5　　　151

132　126

203　130

1176　M4

95．5

64，0
81，8・

79

34

38

巡　　回　相　　談

365　　　347　　95．1　　　111　　32．0　　　34　　　34　　　100

75　　　72・孚す．0

99　　　　99　　　100

191　 176　　92．1

43

33

35

59．7　　　　13　　　13　　　100

11：1・1、毒趨

櫛6・406「89，0　19748．5　72　5475、0
172 122
ドで　　　

99　　99

1851　185

70，9

工00

100

67

37

93

54．9　　 13　　 11　84．6
37．4　　　　19　　　14　　73．7

50．3　　　40　　　29　　72，5

・374　、　374　 　100　　　201　　53，7　　　　56　　　　56

122　122

102　102

150　150

100

100

100

104　85．2
28
27．5

69　46．0

353　　　353　　　100　　　　68　　19，3

101 一’ 01

102　102
、150　150

100

100

100

19

19

30

18．8

18，6

20．0

323　　320199，1　 　175　 54，7

103　103－100
79　　』一78　 98，7

141　』139　　98．6

51　49．5

45　57．7
79
56．8

13　　13

以 　19

19　　19

25（73．5）

9（69．2）

8（100）

8（10q）

6　24．0

む（
し一
歯人
の当
状り

況）

7．6

7，7

7．4

7．8

1　　11、1．　　9，0

2　　25，0　　　8．2

3　　37，5　　　8，4

17（31．5）　　　11

3（27．3）

3（21．4）

11（37．9）

100　　　6（10．7）

100　3（23、1）

79．0　2（10．5）

100　　　1（5，2）

・62 ”5487，112（22．2）

26　　　23　　88．5　　　5（2又，7）

14　14　100　2（14．3）

221－1777・35（29・4）

64，7

2　 66．7　　8．2

2　　66，7　　7，4

763，67，5

4　66，7

1　　33．3　　　8，2

2 　100　　6．8
1　100　7．5

29　100

9エ00・6・婁

15　100　6．8
3100 8．2

12 100

5　・100

2　100
51100

6．9

7，1

6占右

7．0

1考えると、 、こうした地域組繊づく りも困難であること

は、充分に考えられるガ 　1 が　
．、

鴎雑瞬魁対策
r秋田県における過疎地の母子保健の間題で現在最も大

きな聞題となっているのは、やはり医療機関の充実と救

急医療体制の確立であろう。現在でも道路事情の改善に

、よづでξかなり救急体制も整備されてはきたが』まだ充

分という1には程遠い状態にある。県がカを入れている過

疎地区の医療に対する対策には次のようなものがある。

　①地域ゼソタ」病院の充実

　②へき地診療所の充災

1③　救急医療センターの設置

　④患者輸送車の増強

　⑤　』農村婦人健康相談室の開設

　地域センター病院については、前述した如1くぐ農協の

総合病院が中心となって勧、隣接のかゆ広域の農村

を対象にした活動を行なっているが、1今後は更に、その

内容を充突させ、産科の専門医などをふやしてぐ．常に緊

急の際の処置にも困らぬ体制をとる事を可能にする眺が

望まれる。 1人だけの専門医では現在の近代化され、複

雑化した診療が行えぬのは常識rとなっているのでご何人

もの医師が協力して危急の際の処置が可能になるよrうな

組織なり、一体制が必要なのである。

一86一
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　県下に11ヵ所あるへき地診療所も、現在では建物はあ’

っても医師がい塗～・という所があ？》。そφ、した所は樟極

的に公立医療機関からの医師の派遣演行なわれねぼなら．

ない。．　、、一’　　・・　日・

醜救急医離鱗・、掃車聯禦外驚拠
設置すると共に、二教急連緒き整ンターを県申に多く、，設置

し・，事故発生の際・すみやカ1な処置がとれるよう，にする・

計画が進められているが、貫層の、：そうレた際の機動力

の増強と道路の整備が望まれる。血液センターも。現在

では各地の薬局が支部の如き使命を果してい為がぐ』ごれ

では不充分であり、ノ・血液ゼゾター網の確立も大きな課題

、で磨る。・、、

　　吏に、母親の生活や健康塗守るために、農村婦人健康

．．
談室が設けられる予定であるが現在り過疎地における

　毎親達の生活をみている・と、そうした相談室の設置だけ

　で鯵問題の揖杢卵な解決際嫡な1》ず・．もっと婦人の生活

　全体の向上蘇fぜひとも必要のよう嗜思える◎ロつ奪り、

　農村の婦人の鯉康の確保なり、育児の改善㌍は、’最終的

　に昧当然の乙とながら衣食《経済的な問踵がからんでく

　、為わけであ駄，過疎弛域の農家の生活全体の改善が早急

　、に望：まれるわけである。　・’　　1

IV）長野県における産科医療施設の実態について

一アンケートの成績を中心と。して一

市立商谷病院産婦入科木村好秀

1　はじめに

　近年くわが蝉においても医療や綿祉行政参車実し年々

平均寿命が延長するなど成果も期待さ塾ているが、母児

保陣り問題はなお改善されるべぎ点焼各いようで磨為。

そ塾曝現在なお妊産婦母隼死すや岬産翠死亡の頻摩炉欧

米讐甲に聡曙しく解であり・驚の減少の傾隙

遅熊し確をでいない嚇現状であることから輝解
されよう。

　本来妊娠・分娩は母児に乏っては大きな負担であり、

潜在的に多くの危険がひそんでいるにも拘らず、ややも

すればわが国では単にオメデタという楽観的な認識が支

配的であることや、現在の産科学の．もつ診断法や治療法、、

曝界と・わが駒医騨度軟騨ま披入れ体制り
不備がち救急医療と彫ての配慮がなざれておらず、這れ

ち岬駅朗保健め僻進攣塑げてし歩粂に
畢繍も
　今画著者は、；厚生省の過疎地の母子保健の研究班め一

棋依縣締嘩齢顧鰯県下φ摩鱗卸鶏
を病院、医院、母子健康セシター、助産院などにアンケ

ー1ドによ，り調査し、宣その結果を今後の母子保健向上のだ

めの資料とす球く．検討しでみたのでごこ、に報告するδ1さ

∬　対象と方法

アンケートの対象は長野県下の産科施．設（大学心病

隆犀院〉母子健康センター、助産院）に、著者が作成

したアンケートを送付し、集計しその結果を検討した。

　著者の調査によると長野県下には産婦人科施設として

大学聡病院57く医院154があり、助産施誰として母子

㌦鰹康老ンタ7．、（財下母子ヤンター’と略）22・助産陽92が

夢る。アンヶ一トの回答率はそれぞれ病院｛大学々含む）

・纏6％、医院51．3％、母子センター90．9％、助産隣7L7

％で、全体として59．8％であった。

　’なお昭和46年4月総理府統計局発表め第11向国勢調査

め資料による左1長野県の総人口は1，956，917人で、市

部は1，156，662、郡部800，255人となっている。また昭和

45年塵g孝野県下の出生数は、県医務課の調べよると

・31，415名となっている。・・

』皿　成　　績

以下ナシゲート4）設問順に成績を述球てみる。．

」A　妊婦管理

（1〉外来における測定、検査

矯われわれが通常妊婦検診にあたり外来で施行しでいる．

棟査項目についての成績は第1表の通りである。

　体重、子宮底、腹囲の測定や血圧、尿蛋白翼尿糖、ご浮

腫Q棟査などは《病院、，医院、』一．母予ゼンタ厚ぐ助産院の

すべてにおいてはほぼ完全に実施され徹底して行われて

いた6’、庫たWah，Hわ，血液型、、R域因子なども病院、「1医

院においては高い頻度で行なわれている、こどが判った。
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